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亜鉛蒸気の分子スペクトルに就いて（その二）詳報

森本彌三八

緒 論

　さきになした亜鉛蒸気の分子スペクトルに就いての研究（2）では，テレックスガラス製の

放電管を耀いたために，放電管の淵度を6000C以王にあ昇させることができなかった。し

かし唖鉛蒸気を更に純粋にし，かつその密度を一層大ならしめるためには，放電管の温度

を更に一暦上昇せしめる必要があった。この目的を達するために内部電極な有する特殊の

石英ガラス製放電管を製作し，その濃度を約1000。C程度まで上昇させ，亜鉛蒸気の分子

スペクトルに就いての研究を進めた。～二の報告はその結果である。

実験　装　置

　本研究に論いては600。C以上の高温に耐える内部電極を有する放電管を作ることが必要

であった。この霞的を達するためには石英ガラス製の放電管を作ればよV・わけであるが・

この場合問題となるのは電極の封込である。普通用いられてV・る封込の箇所に鉛や水銀

（アマルガム）を充填する：方法やテレックスガラスと石英ガラスとを接続する方法は本研究

では用いることができない。というのはかような方法で作った電極の封込は高温に耐える

見込がないからである。そこで著者は第1図に示すような放電管を製作した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　繁　　　1　　図

　電極Eはニッケル製の円板で，石英ガラスの保護管Gがつ珍てある。Wは直径約2mm

のタングステン棒で，Qにおいては石英ガラスに，　Tにお・いてはテレックスガラスに封込

んである。Q部の封込は常温においては気密でなv・が，高濃におv・ては気霧となり，実験

中亜鉛蒸気がB部に入り込み，凝結するような～二とはなかった。叉この部分は放電中に割

目が入るおそれがあるので，外側の管との接合部1から引離して，かりにこの郡分が破損

しても外部から察気が漏洩する～二とのないように注意した。∫は石英ガラスとテレックス

ガラスとの接合部で，電気煽Rの外に繊ている。

　放電管A内と同時に電極のB部をも完全に真盗にして，B部に不純気休の残溜するのを



距鉛蒸気の分子スペクトルに就いて（その二） 61、

防ぐ疫め，テレックスガラス管の部分にも側管S2をつけだ。叉タングステン棒Wに吸着

されている不純気体を除去するために必要に応じてB部のWを電極として側管S2を通じ

て放電させた。

　以上に蓮iべ旋ような放電管を電気癒Rに入れ，濫度を約10◎0。Cまで上昇させて，放電

管内の亜鉛蒸気を電気的に励起した。との揚合マグネシウム電極を有するC玉eanin塞

加beで純粋にしたネオンガスを第2図に示すような装置によって放電管を通じて循環さ

ぜ，亜鉛蒸気を純粋に保つことに努めたことは，これまでの水銀蒸気（3），カドミウム蒸気

（4）等の分子スペクトルについての研究においてなし允と全く嗣檬であった。

　第2図におい七Neはネオンガスを蓄蔵したガラス器，　Kは不純気休を吸着して除去す

る允めの活性炭を入れだTrapで，魔法びんに入れた液体室気で冷却されている。　D，　D’・

D”は液体塗気で冷却されたTrapで，ネオンガス申に水銀蒸気の混入してくるのを防ぐ

ためのものである。BはCiea難加g　Tubeで，　ZはCirculation　Pumpである。ネオ

ンガスはClea難ing　Tube　B中におけるマグネシウム電擁1の強力なSputter勧9｝（：よっ

て完全に純粋にされる。（5）
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実験結　果

　一般にマグネシウム電極をもつCleanln露Tubeで純粋にした稀有気休を循環するこ

とによって，放電管内の金属蒸気呼・に含まれている不純気体を除去するには，放電管の温．

度を高くする程容易である。著者がさきになした亜鉛蒸気の分子スペクトノしに就V・ての碕

究（6）セは放電管の濃慶を570。C程度までしか上昇させるととができす，このために管内の

不純気体を完全に除去するには困難を感じ允。本研究に器v・ては放電管の濫慶を約1000。C

乃至約800。Cの高淵に保ち，マグネセウム電極を有する．Cieanlng　Tubeで純粋にしたネ

オンガスを循環しさきの醗鉛蒸気に羅騒する研究におけるよりも更に一鷹放電管内の亜鉛
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蒸気を純輝にすることに努めた。しかるととろやはρさきの研究におけると杢く同檬の分

子スペクトルを得元。従ってこれらの分子スペクトルは何れも亜鉛蒸気によって移せられ

るものと断定してよい。

　さきの研究および以上の研究におv・ては化学的に純粋にした亜鉛を璽に注意深く四，五

写真察蒸溜して純粋にしたものを用いた。しかしな涛不純金属を含有しているおそれ’があ

った。よって不純金属に起因する分子スペクトルの有無を検する目的で市販の化学用捧状

鍾鉛をそのま玉用いて実験を繰返してみた。しかると～二ろ予期の魏くとれまでの実験に匿

いては出現しなかったスペクおル線が出現した。～奉れらのスペク1・ル線の波長を表示すれ

ば次の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　表

　　　　　波　　長（A）

3740．5

3683．8

　備　　　　考

メZ簸　3739・99

UPb　　　　3739．95

Zn護　　3ε83．護7

｛
Pb夏　　3683。47

　　　　む波　　長（A） 鰭1

3671。9（織豊馨）i　｛罫1：

3572．8

　　考

3671．50

3671．39

　　　3572．65Zn
｛
　　　3572．73Pb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　以上のスペクトノレ線は何れもその礎頬紅く，ととに3671．9A線の重聴は僅かにその痕

跡を示すに過ぎなかった。備考欄にはとれちの波長に近い波長のスペクトル線を発輝する

原子の記号およびその波長を示した。更に本輿験訟よびさきの実験に暴いて現れたすべて

のスペク1・ノL線に就いて詳細に調べたととろ，次蓑の2線を除いた他はすべて藤岡の既知

のスペクトル線のみであった。

　　　帆　　1第　　2　表　　　　　　　　　化学的に純粋にし，かつ幾時か真室蒸溜回した

　　　　　。　　　　　　　　　　亜鉛を用いるときには第1表のスペクトル線は少
波　　長（A）　　　備

363・・
o
驚

　考

4G57．7

4057．82

3639．53

3639．58

純金属としては大体鉛（Pb）のみを考慮すれぼよい。

幾回か真室蒸溜したi距鉛中には鉛が含有されているとしても，その量は極めて微量である

ことが想像されるし，かつ叉600。C附近における鉛の蒸気圧は亭号のそれに比して極めて

小さV・から，さき忙報告した亜鉛蒸気の分子スペクトル中に鉛蒸気に原因したものが含ま

れているとは考えられない。～二の老は鉛を網当に含有すると恩われる棒状亜鉛をそのま工

用いてなした実験においても，叉600QC附近器よび8CO。C附近の何れの温度における巽験

においても，各帯スペクトルの鵡夕張度に何等の変化も認められないという事実と恣よぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
一致する。た§第1表に示したスペク1・ル馬脚の3683．8A線のみはさきに報告した3758A
　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

一3684A閥にある幣スペクトル中の最短波長の3684．2A…瞥の近所にあるため，後者が前者

と圃一のものではないかとの疑問も起るQ　　　　　　　　　・

しも観測されないで，第2表の2線が出現するの

みであるQしかるに市販の棒状亜鉛をそのま玉で

高いるときには第2表の2線が強く出現する外，

微弱ではあるが第1表に示したスペクトル線が禺

現する。以上の結果より考察すればさきの研究お

よび本研究において用V・た亟鉛中1こ含有される不

　　　　　　しこうして化学的に：純粋にした後，
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　本研究にお・）・ては放電管の温度を10000C以上に上昇させることも可能であったQ　しか

し三十の結果によると放電管の温凄を余夢高くすると，かえって弓長蒸気の分子スペクト

ルが出現し難くなる。よって本研究においては主に放電管の温度を600。Cから800。Cまで

の闇で種々に変化して実験を行った。その結果，彌鉛蒸気に起困ずると思われるこれまで

に報告されていない次の第3表齢よび第4表に示すような幣スペクトルが観測され，た。た

罫し波長二二の欄に括弧を附して示し允波長は濱二二（7＞によって二二されたものである。

これらの帯スペクトルは本研究に蔚いて新しく観測された他の精スペクトルとの関係上表

中に揚げたび）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表
　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　共鳴線3076A（1コS◎一一23Pエ）の長波長側にある精スペクトル。

　　　　　　　　　　り
盤　　蟻　　波長領域（A）　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　波　　長　（A）

帯紙，強度極大叉は中央の位慨

波数（c憩一1） 波i数差（cm噂1）

（3113）
（頭）31ユ0

　　31コ2．3（頭）

32145
32119

26

1

2

3
4
｛
5
6
7

3欄40／
・・吐・一・・52’o

i
・・58一・・67｛

3173－3179

3193一一3203

3221－3231

3246－3257

（極）3131
（〃）3ユ39

（〃）3145
（〃）3151

（〃）3ユ59

（〃）31e6

（中）　　3176

（〃）3198

（〃）3226

（〃）3252

3ユ929

3ユ848

3工787
31727

31646
3エ576

31477

31261

3G989

ε0741

81

60

70

61

81

99

216

272

248

　備考波長を示す数値の葡に（頭），（櫨），（中）等の：文字を附したの1柔，夫々各精の精頭，強

度極大，中央等の野瀬の波長を示したものである。箱4表においても同様である。

　　　　　　　　第　　4　　表
　　　　む共鳴線3◎76A（11Sr23P∂の短波長翻にある精スペクトル。

　恥
　　　　｛　　　　。
番　愚i波長領域（A）
　　　　i

帯　頭　又

　　o長

は　　中　　央　　の　　位　　穣i

波 （・）1竣．獅繭内 波数差．（c搬一1）

o　　　　　　　　o

1
2
3

（a）　2994A－3010A

　　　　　　
　　　　　i

1．Rこある鴇將スペクトル

　　2994　　　　　　　　　　33390

　　3CO2　　i　　　　　　　　33301

　　・…i　332・3
　　　　お　　　　　む
（b）281隅一2973A問にあ磯スペハ・・

（2810）：1警鵬ll・

　（蹴6）　i　　（り譲828i
2837＿翻、　（中）28副

9
D
◎

n
◎
8

1
9
〃
3
4
西

35564

3546β

3蓉3瓢⑪

3慌13

101

113

13γ

コ23
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5

6
7
8
9
ユ
0
1
1

　2847－2851｛
　2854－2858

　2865－2877

　2885－2895

　2904－2916

　2923－2936

　2944－2955

　2962一一2973

（〃）　　2849

（〃）2856

（iiり　　2871

（〃）2890

（〃）　2910

（〃）　　2930

（〃）　　2950

（〃）2968

35GgO
35C◎4

3482コ

34592

34354

34！20

338ε8

33683

86

鼠83

229

238

234

232

205

噌
■
2
3
4

　　　　む　　　　　　　む
（c）2778A－2793A聞にある糟スペクトル

（2781）

（2795）

2778

2783

乞788

2793

35987

35922

35857

35793

5
5
4

ρ
り
ρ
◎
6

　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　ゆ
　第4i表に示した（b）281エA－2973A間にある帯スペクトルは相異なる性質をもつたつ二の

年越からなっているようにも思われる。表から明らかな如く第5帯より長波長のものは儲

れも幅の広い両側に量けた帯で，ぼ穿等間隔に並び，かつ勲爵の幅も大体相等しいが，と

れに反し第5帯より短波長の幣は短波長側に帯頭を有し，かつ短波長の方に牧敏する傾向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　む
を示してV・る。この幣群の短波長側の領域と（c）2778A－2793A問にある帯スペクトル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　くう
の領域とは，濱田氏によって観測された2826A－2679A聞の幣スペクトルの長波長側の領

域と相：重なり，しかも（b）の第ユ，第3の論題論よび（c）の第2，第4の両帯は濱田氏に

よって観測された帯の波長と液貸一致する。しかしながら濱田氏の観測にかエるとれらの

4帯は何れも帯頭を有していないように報1告されているが，（b）の第1帯お・よび第3帯は

明瞭な堅頭を示す。叉（c）の帯群は比較的に幅の挾いぼ穿等間隔に紙誌圧しく並んだ帯出

である。

本研究は日本学士院研究補助費ならびに：二郷省科学研究費によってなされ允ものであ

る。なお本研究をなすに当って当工学部民生科学研究所の助力を得たことを附記して，謝

意を表する。
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